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私
は
、
本
年
四
月
、
�
松

学
長
の
後
任
と
し
て
学
長
に

就
任
し
た
際
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
本
学

に
お
け
る
教
学
面
の
課
題
と

し
て
、
ま
ず
第
一
に
教
育
の

充
実
、
第
二
に
科
学
技
術
教

育
を
支
え
る
研
究
の
高
度

化
・
活
性
化
、
第
三
は
地
域

と
の
連
携
・
地
域
へ
の
貢
献
、

そ
し
て
第
四
に
本
学
か
ら
の

情
報
発
信
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
教
育
の
充
実
・

改
革
を
当
面
の
最
重
点
課
題

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
す
べ
て
の
改
革
・
改
善
の

基
本
は
、
教
育
の
た
め
、
学

生
の
た
め
に
が
原
点
で
す
。

「
知
・
情
・
意
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
、
も
の
づ
く
り
の

精
神
を
尊
重
す
る
実
践
的
な

技
術
者
の
養
成
」
を
建
学
の

精
神
と
す
る
本
学
は
、
実
学

に
根
ざ
し
た
個
性
の
あ
る
大

学
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

本
学
に
お
け
る
教
育
に
つ

い
て
は
、
こ
の
建
学
の
精
神

を
基
本
と
し
て
こ
れ
ま
で
も

継
続
的
に
改
善
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
の
教
育
環

境
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
、
�
松
前
学
長
は

学
科
教
育
改
革
検
討
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
本
学
に
お
け

る
新
し
い
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
検
討
を

す
で
に
始
め
て
い
ま
す
。

加
速
さ
れ
る

世
の
中
の
変
化

最
近
の
世
界
の
動
き
を
見

る
と
、
人
や
モ
ノ
、
情
報
の

動
き
は
き
わ
め
て
活
発
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
文
化
や

文
明
は
多
様
化
し
、
将
来
を

予
測
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り

世
の
中
の
変
化
は
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
そ
う
で

す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
よ
う
に
急
速
に
変
化
し

多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
生

き
、
し
か
も
社
会
に
貢
献
し

続
け
る
能
力
を
本
学
で
身
に

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ

大
学
に
進
学
す
る
の
か

か
つ
て
バ
ブ
ル
の
頃
、
大

学
は
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
化
し

て
い
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
や

長
い
不
況
、
就
職
氷
河
期
を

経
験
し
た
た
め
か
、
最
近
の

学
生
は
「
ま
じ
め
に
な
っ

た
」
と
い
う
の
が
定
評
で
す
。

二
〇
〇
一
年
に
実
施
さ
れ
た

一
万
五
千
人
の
大
学
生
を
対

象
と
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、

大
学
に
進
学
し
た
理
由
で

も
っ
と
も
多
い
の
は
「
幅
広

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
」
で
あ
り
、
以
下
「
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
」、「
専
攻
す
る
学

問
を
研
究
し
た
い
か
ら
」、

「
資
格
や
免
許
を
取
得
す
る

た
め
」、「
安
定
し
た
職
業
に

就
く
に
は
学
歴
が
必
要
だ
か

ら
」
と
続
き
、「
自
由
な
時

間
を
得
る
た
め
」
や
「
す
ぐ

社
会
に
出
る
の
が
不
安
だ
か

ら
と
り
あ
え
ず
進
学
」、「
先

生
や
家
族
が
勧
め
る
か
ら
」、

「
み
ん
な
が
行
く
か
ら
」、

「
何
と
な
く
」
な
ど
は
少
数

派
で
堅
実
な
意
識
を
示
し
て

い
ま
す
。

大
学
で

何
を
身
に
つ
け
る
か

と
こ
ろ
が
、
入
学
し
て
か

ら
、
期
待
し
て
い
た
こ
と
と

の
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

む
学
生
が
か
な
り
出
て
き
ま

す
。
同
じ
調
査
に
よ
る
と
、

工
学
系
学
部
で
の
イ
メ
ー
ジ

ギ
ャ
ッ
プ
の
第
一
は
「
講
義

が
面
白
く
な
い
」
で
、
以
下

「
自
由
時
間
が
少
な
い
」、

「
学
習
内
容
が
期
待
し
て
い

た
も
の
と
違
う
」、「
教
員
と

の
交
流
が
な
い
」、「
授
業
に

手
応
え
が
な
い
」
と
続
い
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
大
学
に
お

け
る
授
業
に
不
満
を
も
つ
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。
本
学

に
つ
い
て
の
定
量
的
な
調
査

も
必
要
で
す
が
、
で
は
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
教
育
を
変

え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

知
識
も
大
切
で
す
が
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
習
し
続
け
る

熱
意
と
意
欲
、
能
力
と
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
学
生

生
活
で
は
大
切
な
の
で
す
。

そ
れ
に
は
次
の
言
葉
を
も
と

に
見
直
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
在

の
最
重
点
課
題
で
す
。
教
職

員
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
そ

し
て
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

Tell me, and I forget.
Teach me, and I may remember.
Involve me and I learn.

Benjamin Franklin
話だけなら、私は忘れてしまいます。
教えられれば、記憶に残るかも知れません。
夢中にされたら、学んで身につけます。
ベンジャミン・フランクリン（１７０６－１７９０）：
アメリカの独立宣言に最初に署名した５人の政治
家の一人。物理学者、避雷針の発明者としても有名。

新
学
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
三
八
年
東
京
生
ま
れ
。

一
九
六
五
年
東
北
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

工
学
博
士
。
専
門
は
材
料
工
学
。

東
北
大
学
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を

へ
て
一
九
八
二
年
九
州
大
学
教
授
、

一
九
九
九
年
佐
世
保
工
業
高
等
専
門

学
校
校
長
。
日
本
金
属
学
会
副
会
長
、

日
本
鉄
鋼
協
会
副
会
長
、
国
立
高
等

専
門
学
校
協
会
理
事
・
第
二
常
置
委

員
会
委
員
長
、
沖
縄
高
専
創
設
準
備

委
員
会
委
員
、
文
部
省
学
術
審
議
会

専
門
委
員
、
文
部
科
学
省
・
今
後
の

国
立
高
等
専
門
学
校
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
平

成
十
六
年
四
月
よ
り
現
職
。
日
本
金

属
学
会
学
術
功
労
賞
を
は
じ
め
受
賞

多
数
。
発
表
し
た
研
究
論
文
は
現
在

で
も
世
界
中
で
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。

○
会
計
監
査

・
四
月
二
十
六
日
�

本
学
本
館
ホ
ー
ル

○
後
援
会
理
事
会

・
五
月
二
十
四
日
�

ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル

○
後
援
会
総
会

・
五
月
二
十
九
日
�

本
学
本
館
ホ
ー
ル

○
保
護
者
懇
談
会

�
九
月
四
日
�

佐
賀
会
場

佐
賀
観
光
ホ
テ
ル
山
水
荘

熊
本
会
場

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ホ
テ
ル

山
口
会
場

サ
ン
ル
ー
ト
国
際
ホ
テ
ル
山
口

松
山
会
場

南
海
放
送
本
町
会
館

�
九
月
十
一
日
�

鹿
児
島
会
場

ホ
テ
ル
ジ
ェ
ネ
ラ
ス
鹿
児
島

広
島
会
場

広
島
国
際
会
議
場

大
分
会
場

大
分
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

�
九
月
十
八
日
�

久
留
米
会
場

久
留
米
工
業
大
学

宮
崎
会
場

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

長
崎
会
場

稲
佐
山
観
光
ホ
テ
ル

沖
縄
会
場

ホ
テ
ル
西
武
オ
リ
オ
ン

�
九
月
十
九
日
�

福
岡
会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡

各
会
場

開
始
時
間
十
三
時
よ
り

理
事

中
村

康
成

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

一
木

謙
次

（
交
通
機
械
工
学
科
）

東

喜
久
男

（
交
通
機
械
工
学
科
）

初
田

孝
秀

（
建
築
・
設
備
工
学
科
）

太
田

輝
文

（
建
築
・
設
備
工
学
科
）

惠
藤

秀
行

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
）

藤
川

正
治

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
）

田
中

進

（
環
境
共
生
工
学
科
）

真
鍋

憲
一

（
別
科
）

教育のため、
学生のためにを

原点に
学 長 根本 實

会 長

梅野 栄浩
（交通機械工学科）

副会長

辻 保幸
（電子情報工学科）

副会長

田中 正氣
（交通機械工学科）

後
援
会
新
役
員
紹
介

二
〇
〇
四
年
の
実
績
と
予
定
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新
任
紹
介

教授 深野 徹
（環境共生工学科）

助手 中村美紗
（環境共生工学科）

高
大
連
携
協
定
書

高高
大大
連連
携携
協協
定定
書書

調
印
式

調調
印印
式式

第
四
回
学
内

第第
四四
回回
学学
内内

企
業
面
談
会
開
催

企企
業業
面面
談談
会会
開開
催催

環境フェア２００４ｉｎ くるめに参加環環境境フフェェアア２２００００４４ｉｉｎｎ くくるるめめにに参参加加環境共生工学科の新設備紹介環環境境共共生生工工学学科科のの新新設設備備紹紹介介

単
位
互
換
制
度
導
入

単単
位位
互互
換換
制制
度度
導導
入入

一
日
大
学
生

一一
日日
大大
学学
生生

最
終
学
歴

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
・
博
士
課
程
（
機
械
工
学

専
攻
）

九
州
大
学
名
誉
教
授

趣
味
・
特
技

美
術
鑑
賞
、
ゴ
ル
フ
、
碁

コ
メ
ン
ト

大
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
幅
広
く
行
動
し
、

教
育
・
研
究
・
社
会
奉
仕
と

い
う
教
員
の
任
務
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

最
終
学
歴

九
州
工
業
大
学
大
学
院
生
命

体
工
学
研
究
科
・
修
士
課
程

（
生
体
機
能
専
攻
）

趣
味
・
特
技

絵
画
や
書
な
ど
の
鑑
賞
・
創

作
、
仏
像
観
賞
、
大
ざ
っ
ぱ

な
料
理
。

コ
メ
ン
ト

今
三
月
ま
で
学
生
で
し
た

の
で
、
学
生
と
教
員
の
橋
渡

し
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
よ
り

良
い
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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シシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
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機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
新

入
生
に
対
す
る
宿
泊
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
四
月
十
六
日

午
後
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
新
入

生
そ
れ
ぞ
れ
が
将
来
を
考
え
、

四
年
間
の
履
修
プ
ラ
ン
を
具
体

的
に
作
成
し
ま
し
た
。
夕
食
後

は
、
コ
テ
ー
ジ
に
分
か
れ
て
宿

泊
し
、
交
流
の
場
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
新
入
生

相
互
お
よ
び
教
職
員
と
の
親
睦

が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。平

成
十
六
年
四
月
十
日
に
、

新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（『
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ

イ
ス
博
多
埠
頭
へ
遠
足
』）
を

行
い
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
研
修
内
容
は
役
に

立
っ
た
か
の
問
い
に
、
役
に

立
っ
た
と
言
う
回
答
が
九
一
％

で
あ
り
、
翌
週
か
ら
の
講
義
開

始
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

た
新
入
生
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
一
般

市
販
車
の
新
技
術
開
発
へ
の
原

動
力
と
し
て
生
か
さ
れ
た
歴
史

的
背
景
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
や
燃
料
電
池

車
な
ど
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
必
要
性
が
示
さ
れ
る
昨

今
、
Ｇ
Ｔ
カ
ー
レ
ー
ス
は
内
燃

機
関
自
動
車
の
お
も
し
ろ
さ
を

残
す
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
九
州
」
の
見
学
会
を
計

画
し
て
み
ま
し
た
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
�
」

の
授
業
を
兼
ね
、
四
月
九
日
�
、

十
日
�
に
、
久
留
米
市
郊
外
の

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
一
泊

研
修
と
同
ホ
テ
ル
か
ら
森
林
ハ

イ
キ
ン
グ
（
森
林
公
園
〜
高
良

大
社
〜
御
井
町
）
を
行
い
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
学
生

相
互
、
学
生
・
教
員
の
親
睦
を

深
め
る
有
意
義
な
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
も
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
学
記
念
日
の

四
月
二
十
三
日
に
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
学
生
五
十
四
名
、

教
員
七
名
で
し
た
。
海
水
淡
水

化
施
設
、水
処
理
施
設
、コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
環

境
共
生
技
術
に
つ
い
て
学
習
し
、

新
入
生
同
士
の
親
睦
を
図
り
、

さ
ら
に
入
学
後
の
緊
張
感
を
和

ら
げ
る
と
い
う
面
で
極
め
て
有

効
で
し
た
。

別
科
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
四
月
十
四
〜

十
五
日（
一
泊
）に
八
女
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
に
て
行
い
ま
し
た
。
初

日
は
、
夕
食
後
自
己
紹
介
を

行
っ
た
後
に
班
別
に
懇
親
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。
翌
日
は
、
朝

散
策
し
、
体
育
館
に
て
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
寝

食
を
共
に
し
、
学
生
と
教
員
の

親
睦
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

ホームページもご覧ください
http : //www.kurume-it.ac.jp◆ト・ピ・ッ・ク・ス◆

六
月
一
日
、
本
学
と
附
属

高
校
と
の
間
で
、『
連
携
教

育
に
関
す
る
協
定
書
』
の
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
で
特

定
の
科
目
を
履
修
す
れ
ば
、

高
校
の
単
位
を
認
定
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
本
学
へ
入

学
し
た
場
合
は
一
般
教
養
科

目
の
単
位
と
し
て
も
認
定
さ

れ
ま
す
。

去
る
二
月
四
日
か
ら
二
月

六
日
の
三
日
間
、
全
国
よ
り

本
学
と
関
わ
り
の
深
い
企
業

六
十
七
社
を
学
内
に
招
い
て
、

工
学
部
三
年
生
、
院
生
、
別

科
一
年
生
を
対
象
と
し
た
学

内
企
業
面
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
未
だ
、
自
分
の
進
路

が
不
明
瞭
な
学
生
に
お
い
て

も
、
こ
の
機
会
に
企
業
研
究

を
始
め
た
り
、
又
こ
れ
か
ら

迎
え
る
で
あ
ろ
う
面
接
試
験

に
お
け
る
経
験
と
い
っ
た
と

ら
え
方
で
積
極
的
に
面
談
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

六
月
六
日
、
久
留
米
市
百

年
公
園
で
行
わ
れ
た
「
環
境

フ
ェ
ア
」
に
本
学
の
環
境
共

生
工
学
科
と
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

レ
ー
ス
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

環
境
共
生
工
学
科
の
ブ
ー

ス
で
は
、
環
境
先
進
国
ド
イ

ツ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

パ
ネ
ル
や
、燃
料
電
池
を
展

示
し
、一
般
の
方
か
ら
も
大

変
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

本
学
科
の
環
境
化
学
実
験

室
に
は
、
河
川
水
、
地
下
水
、

工
場
排
水
等
に
含
ま
れ
る
重

金
属
等
の
微
量
成
分
を
定
性

お
よ
び
定
量
分
析
で
き
る
Ｉ

Ｃ
Ｐ
（
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ

マ
）発
光
分
析
装
置（
写
真
）

の
他
、
最
新
の
微
量
分
析
機

器
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

久
留
米
市
内
の
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
五

校
に
よ
る
単
位
互
換
制
度
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
他
大
学
で
開
講
さ
れ
る

科
目
を
履
修
す
る
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
単
位

は
、
本
学
の
卒
業
要
件
の
単

位
に
加
え
る
事
が
出
来
る
も

の
で
す
。

本
年
三
月
に
理
工
系
大
学

へ
の
理
解
と
物
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に

複
数
の
高
等
学
校
の
生
徒
さ

ん
に
就
学
体
験
に
な
る
「
一

日
大
学
生
」
を
体
験
し
て
頂

き
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
」、

「
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」

と
い
う
声
を
数
多
く
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

機械システム工学科

交通機械工学科

建築・設備工学科

情報ネットワーク工学科

別 科（自動車工業専修）

環境共生工学科

平成１６年度 学 年 暦（後期）
大 学 院

９／２４�

９／２４�

１０／２３�、２４�

１０／２５�

１２／２４�

１２／２５�～１／７�

１／１１�

１２／２４�

１／３１�〔試験日含む〕

３／１８�

別 科

９／２４�

９／２４�

１０／２３�、２４�

１０／２５�

１２／２４�

１２／２５�～１／７�

１／１１�

１２／２４�

１／３１�

２／１�、２／２�

２／３�～２／９�

３／１８�

工 学 部

９／２４�

９／２４�

１０／２３�、２４�

１０／２５�

１２／２４�

１２／２５�～１／７�

１／１１�

１２／２４�

１／１７�

１／１８�、１９�

１／２０�～２／２�

３／１８�

行 事

後期開始

後期開講

大学祭

大学祭後片付け

講義終了

冬季休業日

講義再開

振替授業（月曜分）

後期講義終了

補講

学年末試験

学位記・修了証書授与式

�第４５号 ２平成１６年７月１５日



海

外

研

修
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

教
授

林

伸
行

例年、５月初旬に文部科学省、厚生労働省から同時に４月１日現在の大学生の就
職状況について発表があります。平成１６年４月１日現在の全国私立大学平均の就職
率は、前年同時期に比較し、０．５ポイント増の９２．７％になっています。しかしなが
ら、大学地域別の九州地区の就職率は０．１ポイント減の８９．１％と、依然として厳し
い経済状況の下にあるといえます。
本学の平成１５年度の就職率は、文部科学省の九州地区の就職率より４．０ポイント

増の９３．１％になっています。
平成１６年度の就職の展望は平成１５年度同様の採用スケジュールが展開されていま

す。最近の特徴として「選考と関係なく、業界を理解してもらう」ことが目的の業
界セミナーが１１月から１月にかけて開催されていることです。２月から３月にかけ
ては、各地区において合同企業セミナー、単独の企業説明会、大学内の企業面談会
が開催されています。一方、企業の求人は１月から有り３月がピークとなっていま
す。４月から６月にかけては、企業の採用試験が実施され、７月末までに内定を出
す企業が多数を占めています。企業によっては秋季採用、通年採用する企業もあり
ますが、８月以後は求人が少なくなり、希望する業界、職種、勤務地などの条件にこ
だわれば、ますます受験する企業がすくなくなり内定を得ることが困難となります。
今年３月卒業した卒業生の

就職アンケートでは卒業生の
５８％が３年生の１２月末までに、
企業研究、企業情報の収集な
どなんらかの就職活動をして
いました。特に、工学部３年
生、別科１年生には早めに就
職したい業界、企業情報の収
集、保護者との就職相談等を
していただきたいと思います。
本年度の卒業予定者は４２１

名で就職希望者全員ができる
ように、各々の就職支援行事
を行っています。学生を対象
にした就職支援行事は右のと
おりです。

去
る
六
月
五
日
�
第
一
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
高
校
で
の

三
者
面
談
を
前
に
大
学
の
雰
囲

気
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
の
意

図
か
ら
、
模
擬
授
業
を
中
心
に

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

で
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
」
イ
ラ

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
や
基
本
図
形
を

基
に
合
成
変
形
し
て
、
複
雑
な

絵
を
描
画
し
て
い
く
体
験
を
し

た
り
、
環
境
共
生
工
学
科
で
は

最
新
鋭
の
機
器
を
利
用
し
て
、

自
分
の
歩
行
を
赤
外
線
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

分
析
す
る
こ
と
で
、
歩
き
方
の

癖
を
知
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
な
ど
、
高
校
と
は
違
っ
た

体
験
型
の
授
業
を
通
し
て
本
学

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
は
八
月
七
日

�
、
十
月
二
十
三
日
�
も
開
催

い
た
し
ま
す
。

こ
の
二
月
中
旬
よ
り
約
七
週

間
に
亘
っ
て
Ｄ
ｕ
ｉ
ｓ
ｂ
ｕ
ｒ

ｇ
大
学
に
滞
在
す
る
機
会
を
得

た
。
Ｄ
ｕ
ｉ
ｓ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
市
は
、

ド
イ
ツ
北
西
部
は
ラ
イ
ン
川
の

辺
、
Ｄ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
ｄ
ｏ
ｒ
ｆ

の
近
く
に
位
置
し
、
ル
ー
ル
工

業
地
帯
の
主
要
な
鉱
工
業
都
市

で
あ
る
。
こ
の
町
で
は
世
界
一

と
言
わ
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

入
手
で
き
る
〜
確
か
に
美
味
し

い
！

と
言
う
べ
き
逸
品
で

あ
っ
た
。
私
の
滞
在
中
は
、
春

は
ま
だ
遠
し
の
ド
イ
ツ
で
三
月

で
も
積
雪
の
日
が
あ
り
、
覚
え

た
ド
イ
ツ
語
は

“E
s

ist
kalt

heute ”

。
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
グ
大

学
（
ド
イ
ツ
は
全
て
州
立
大
）

の
学
生
数
は
三
万
人
規
模
で
あ

る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
散
し

て
い
て
広
く
学
内
が
込
み
合
っ

て
い
る
印
象
は
な
い
。
研
究
室

と
学
内
食
堂
で
の
ス
ナ
ッ
プ
を

載
せ
て
お
き
ま
す
。

さ
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
皆
さ
ん
ご
存

知
の
医
療
の
診
察
技
術
で
す
ね
。

受
検
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
う
。

こ
の
技
術
の
源
は
、Ｎ
Ｍ
Ｒ（
核

磁
気
共
鳴
、
核
と
は
原
子
核
の

こ
と
）
と
言
わ
れ
、
四
十
年
以

上
も
前
か
ら
固
体
物
性
の
研
究

に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
因
み
に
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
デ
モ
実
験
を
し
て
い
る

超
伝
導
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
我
々
は
現
在
、
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
技
術
開
発
に

関
し
、
超
微
粒
子
の
新
し
い
作

製
技
術
と
新
た
な
磁
性
の
発
現

の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

手
法
の
一
つ
に
γ
線
核
共
鳴

吸
収
（
メ
ス
バ
ウ
ア
ー
分
光

法
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

Ｎ
Ｍ
Ｒ
と
非
常
に
良
く
似
た
原

理
を
用
い
る
研
究
手
段
で
あ
る

（
但
し
、
医
療
用
に
は
応
用
さ

れ
て
い
な
い
。
発
見
者M

öss-
bauer

氏
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
）。
さ
て
、
こ
の
メ
ス
バ
ウ

ア
ー
分
光
の
中
で
も
内
部
転
換

電
子
を
利
用
し
、
か
つ
極
低
温

の
計
測
が
で
き
る
装
置
は
世
界

で
も
五
、
六
台
程
し
か
無
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
優
れ

た
装
置
が
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
グ
大

学K
eune

研
に
あ
る
。
と
言

う
訳
で
今
回
、
そ
れ
を
用
い
た

実
験
研
究
を
行
う
た
め
に
海
外

研
修
を
行
っ
た
。
勿
論
、
そ
の

装
置
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
誰

で
も
使
え
る
訳
で
は
な
い
。
現

在
ま
で
の
成
果
を
基
に
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
、
今
後

の
研
究
展
開
を
議
論
し
、
共
同

研
究
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。
そ

ん
な
こ
と
で
、
学
内
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
て
、
土
日
返

上
で
研
究
し
て
き
た
次
第
で
あ

る
。最

後
に
カ
サ
サ
ギ
の
こ
と
。

朝
鮮
よ
り
渡
っ
て
佐
賀
平
野
を

中
心
に
生
息
し
、
久
留
米
工
大

に
も
棲
家
を
持
つ
カ
チ
ガ
ラ
ス

を
ド
イ
ツ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
姿
、
声
色
と
も
全
く
同

じ
で
あ
っ
た
。
一
応
保
護
鳥
で

あ
る
け
れ
ど
、
あ
ま
り
評
判
が

芳
し
く
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
研
修
に
当
た
っ

て
は
関
係
教
職
員
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成１７年度 久留米工業大学 入学試験日程

４月～６月 就職ガイダンス、企業訪問、学生個人
面談、公務員ガイダンス

７月～８月 求人企業調査、企業訪問。学生個人面
談 夏季インターシップ

９月 地区懇談会保護者面談会
１０月～１月 適性検査、適性検査対策講座、（工学

部３年、院、別科１年生）
各学科就職ガイダンス、就職講演会、
保護就職面談会（別科）
公務員合格者との情報交換会、夏季イ
ンターシップ体験報告会

２月 学内企業面談会、保護就職面談会（工
学部、院）

３月 企業訪問、求人票発送、春季インター
シップ

民間企業就職率

九州
８９．２％
８９．１％

注）全国・九州の就職率は４／１現在の文部科学省調査資料より

全国
９２．２％
９２．７％

大学院
６６．７％
１００％

別科
９７．４％
１００％

全体
９５．０％
９３．１％

電子
９７．２％
９６．３％

建築
８４．３％
９０．０％

交通
９８．８％
９０．５％

機械
１００％
９８．０％

Ｈ１４
Ｈ１５

平平成成１１５５年年度度のの就就職職状状況況とと平平成成１１６６年年度度展展望望

■工学部

合格発表日

後日通知

面 接 日

プレインタビュー結
果の通知時に連絡

出願期間プレインタビュー実施日

申込者と相談のうえ
実施日と場所を決定

プレインタビュー申込期間

８月２日�～３月２５日�

区 分

ＡＯ入試

合格発表日

１１月２７日�

１２月２８日�
３月１２日�

２月１５日�

３月１９日�
２月１８日�
３月１９日�

試 験 日

１１月２０日�

１２月２３日�
３月７日�
２月５日�
２月６日�
３月１６日�
本学独自の試
験は実施しな
い。

出 願 期 間

１１月１日�～１１月１７日�

１２月６日�～１２月２１日�
２月７日�～３月４日�

１月１１日�～２月２日�

２月２１日�～３月１４日�
１月１１日�～２月１０日�
２月２１日�～３月１４日�

募 集 区 分

一般推薦

専門・総合学科推薦

特別保有者推薦

女子学生特別推薦

一般推薦

一般推薦

前 期

後 期

前 期

後 期

１期

２期

３期

推薦入試

一般入試

大学入試
センター
試験利用
入試

合格発表日

９月１１日�
３月３日�

面 接 日

９月８日�
２月２４日�

出 願 期 間

８月２日�～９月６日�
２月１日�～２月２１日�

区 分

前 期

後 期
編 入 学
試 験

■大学院（エネルギーシステム工学専攻・電子情報システム工学専攻）

合格発表日

３月５日�
※大学院の推薦入試、ＡＯ入試随時受付ます。
※入試についての詳細は、入試広報課へお問い合わせ下さい。

試 験 日

２月２８日�
出 願 期 間

２月１日�～２月２２日�
区 分

大学院一般入試

平成１６年度公開講座
受付期間

受付終了

受付終了

２００４／
７／２１�～
８／６�

２００４／
１０／１３�～
１０／２７�

２００４／
１０／１３�～
１０／２７�

２００４／
１０／１３�～
１０／２７�

２００４／
１０／１３�～
１０／２７�

受講料は無料です。（但し※１はテキスト代、※２は材料費として１，０００円頂きます）

開催日時
２００４／
６／１１�
開催済み

２００４／
６／１８�
開催済み

２００４／
８／２１�
１３：００～１６：００
２００４／
１０／３０�
１１／６�
１１／１３�
１３：００～１６：００
２００４／
１０／３０�
９：３０～１２：００
１３：３０～１６：００
２００４／
１１／６�
９：３０～１２：００
１３：３０～１６：００
２００４／
１１／１３�
１３：００～１６：００

人数

３０名

３０名

２０組

２０組

午前
３０名
午後
３０名
午前
３０名
午後
３０名

３０名

対象者
一般／
パソコン
初心者

一般／
パソコン入門講
座受講者

小学生（４年生
以上）と
その保護者

小学生（３年生
以上）と
その保護者
３回連続して参
加できる方

一般／
パソコン
初心者

一般／
パソコン
経験者
パソコン
入門受講者

講座内容
パソコンの基本的操作
インターネットにアク
セスする

インターネット と
www webブラウザ
の操作
電子メール

ミニ四駆の組立
ソーラーパネルの取付
ミニ四駆を走らせよう

あいさつから始めよう
数と色を英語で言おう
将来の夢を話そう

パソコンの基本的操作
インターネットにアク
セスする

インターネット と
www webブラウザ
の操作
電子メール

excel 基本操作
表計算
グラフの作成

講座名
パソコン
入門講座
〈夏季〉※１

インターネット
入門講座
〈夏季〉※１

こども
科学教室
※２

こども
英会話教室
※２

（全３回）

パソコン
入門講座
〈秋季〉※１

インターネット
入門講座
〈秋季〉※１

表計算
入門講座
※１

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
スススススススススススススススススススススススススススス
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

■別科（自動車工業専修２ヶ年）
合格発表日

１０月２１日�
１１月２７日�
１２月２８日�
３月１２日�
２月１５日�
３月１９日�

試 験 日

１０月１６日�
１１月２０日�
１２月２３日�
３月７日�
２月５日�
３月１６日�

出 願 期 間

１０月１日�～１０月１３日�
１１月１日�～１１月１７日�
１２月６日�～１２月２１日�
２月７日�～３月４日�
１月１１日�～２月２日�
２月２１日�～３月１４日�

募 集 区 分

１ 期

２ 期

３ 期

４ 期

前 期

後 期

推 薦

一 般

主な就職支援行事（予定を含む）

研究室にて。Keune 教授と。

学内食堂（メンザ）にて。
研究室スタッフと。

ドイツ・カササギ

平成１６年７月１５日第４５号３�
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学

友

会

紹

介

委員長

（ ）

環境共生
工学科３年

永松 将

委員長

（ ）

情報ネット
ワーク工学科
３年

戸田 直洋

会 長

（ ）

機械工学科
４年

上村 宙

会 長

（ ）

機械工学科
４年

和田 寛志

ク

ラ

ブ

紹

介
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●
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総
務
委
員
会

大
学
に
入
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
大

学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、し
っ

か
り
と
時
に
は
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
か
。

大
学
と
い
う
所
は
、
今
ま
で

と
違
い
い
ろ
い
ろ
な
面
で
自
由

に
で
き
ま
す
。
で
す
が
、
自
由

の
な
か
で
充
実
し
た
生
活
を
お

く
る
の
は
大
変
難
し
い
と
思
う

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
何
か
そ

の
自
由
の
中
に
残
る
よ
う
な
時

間
を
過
ご
せ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
は
そ
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
近
年
、

バ
イ
ト
や
個
人
の
時
間
を
大
切

に
す
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
大
学
の
サ
ー
ク

ル
、
地
域
の
団
体
へ
の
参
加
等
、

た
く
さ
ん
の
活
動
が
自
由
に
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
大
学
生
活
の

中
で
人
生
の
基
盤
を
少
し
で
も

作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
大
学
生
活
の
中
で
、
誰
に

も
負
け
な
い
よ
う
な
こ
と
を
見

つ
け
て
そ
れ
が
今
後
の
生
き
方

を
い
い
意
味
で
変
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
総
務
委
員
会
は
、
年

に
二
回
開
催
し
て
い
る
学
生
総

会
と
い
う
、
大
学
学
友
会
の
決

議
機
関
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
総

会
の
企
画
、
宣
伝
か
ら
進
行
ま

で
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
Ｆ
Ｅ

Ｌ
会
議
（
福
岡
県
下
大
学
学
友

会
執
行
交
流
会
会
議
）
な
ど
に

参
加
し
、
他
大
学
と
の
情
報
交

流
を
し
て
よ
り
よ
い
学
友
会
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
あ
と
は
、
総
務
委
員
会
役

員
が
大
学
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
企
画
を
た
て
行
動
し
ま
す
。

他
の
会
と
は
違
い
自
由
に
活
動

で
き
ま
す
が
そ
の
際
に
は
責
任

が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
こ
れ
は

大
学
生
活
に
も
い
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

愁
華
祭
実
行
委
員
会

愁
華
祭
は
今
年
で
二
十
九
回

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
後
援
会
・
同
窓
会

を
は
じ
め
、
様
々
な
方
の
御
支

援
、
御
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
致
し
ま
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
愁
華
祭
は
十
月
二
十

三
日
�
・
二
十
四
日
�
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
催
し
物
と
致
し

ま
し
て
は
、
毎
年
恒
例
、
豪
華

景
品
が
出
品
さ
れ
る
ビ
ン
ゴ
大

会
、
伝
統
の
衣
裳
を
身
に
纏
い

繰
り
広
げ
ら
れ
る
沖
縄
県
人
会

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
、
学
園
祭
の

目
玉
と
な
る
芸
能
人
企
画
な
ど

様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

企
画
だ
け
で
な
く
出
店
も
多

数
出
店
予
定
で
す
。
他
に
も
文

化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示
会

や
大
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
三
日
�
に
は
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
普
段
で
は
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
の

姿
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

愁
華
祭
実
行
委
員
会
一
同
、

皆
様
の
御
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

体
育
会

「
光
陰
矢
の
如
し
」「
歳
月
人

を
待
た
ず
」
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
で
、
今
年
度
に
入
り
、
す

で
に
四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

新
た
に
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
一

年
生
も
、
随
分
と
現
在
の
周
囲

の
状
況
に
慣
れ
、
今
が
一
番
と

ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
日
々

楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
か

の
様
に
、
体
育
系
サ
ー
ク
ル
の

活
動
も
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

昨
年
以
上
の
成
績
を
出
そ
う
と

各
々
の
サ
ー
ク
ル
が
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
我
々
体
育
会
本
部

も
、
サ
ー
ク
ル
全
体
の
活
性
化

の
た
め
に
、
デ
ブ
リ
ン
杯
や

リ
ー
ダ
ー
ス
研
修
会
等
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
役

員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
新
入
生
の

サ
ー
ク
ル
離
れ
が
定
着
し
つ
つ

あ
る
様
で
、年
々
、サ
ー
ク
ル
全

体
の
人
数
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
大
学
と
い
う
所
は
、

個
人
の
自
由
で
行
動
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
今
や
れ
る
事
が
将
来

や
れ
る
事
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

価
値
観
の
違
い
や
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
も
あ
る
の
で
、
強
要

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
現
在

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
な
い

学
生
、特
に
一
年
生
に
は
、何
か

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
サ
ー

ク
ル
が
無
け
れ
ば
、
自
分
達
で

新
し
く
創
る
の
も
有
り
で
す
。

大
事
な
の
は
、
人
か
ら
で
は

な
く
、
自
分
の
意
志
で
学
校
行

事
に
参
加
す
る
事
だ
と
思
い
ま

す
。バ

イ
ト
三
昧
の
大
学
生
活
も

悪
く
は
無
い
で
す
が
、
ど
う
せ

な
ら
、
積
極
的
な
学
校
行
事
や

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
で
、

大
学
生
活
を
彩
っ
て
欲
し
い
で

す
。

学
術
文
化
会

大
学
生
活
が
始
ま
っ
て
数
ヶ

月
が
経
ち
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

大
分
慣
れ
て
き
た
頃
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
間
、
バ
イ
ト

や
個
人
の
時
間
を
大
切
に
す
る

学
生
が
増
え
て
い
っ
て
ま
す
。

大
学
と
い
う
所
は
色
々
な
面
で

自
由
に
で
き
ま
す
が
、
折
角
こ

の
久
留
米
工
業
大
学
に
入
学
し

た
の
で
す
か
ら
、
大
学
生
活
で

し
か
出
来
な
い
事
を
し
て
み
た

ら
ど
う
で
す
か
。
勉
強
だ
け
で

な
く
サ
ー
ク
ル
等
に
加
入
し
た

ら
自
分
の
可
能
性
を
見
出
す
事

も
、
大
学
生
活
に
は
大
切
な
事

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
学
術
文
化
会
本
部
は
、

各
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
サ
ー
ク
ル
の
発
表

の
場
で
あ
る
四
方
八
方
祭
と
い

う
文
化
発
表
会
の
運
営
、
愁
華

祭
で
展
示
会
の
開
催
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に

他
大
学
と
の
交
流
を
し
、
福
岡

県
内
の
大
学
同
士
が
集
ま
り
合

同
で
文
化
発
表
会
を
開
催
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

文
化
系
サ
ー
ク
ル
は
現
在
七

サ
ー
ク
ル
あ
り
、
自
分
の
ス
キ

ル
向
上
の
た
め
な
ど
色
々
な
目

的
を
も
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
昨
年
度
か
ら
他
大
学

と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
情
報
交
換
や
親
睦
を
深

め
た
り
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
自
分
の
好
き
な
サ
ー

ク
ル
が
無
い
と
思
わ
れ
た
人
は
、

新
し
く
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

る
事
が
出
来
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。

サ
ー
ク
ル
で
新
し
い
も
の
を

創
造
し
た
り
、
未
知
の
問
題
に

取
り
組
む
等
の
経
験
は
、
視
野

が
広
が
り
人
生
の
中
で
と
て
も

想
い
で
深
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

社
会
に
出
た
と
き
に
何
か
と
プ

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
にに
活活
気気
をを

参
与（
学
生
担
当
）

芹

野

正

幸

こ
こ
数
年
来
、
大
学
内
に
お

い
て
静
寂
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

度
々
あ
る
。
そ
の
様
な
と
き
、

ふ
と
、
今
日
は
休
日
だ
っ
た
の

か
な
と
思
う
。
一
見
、
学
内
が

静
か
で
良
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
な

く
、
学
生
諸
君
の
活
気
や
活
力

が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
時
期
に
比
べ
、
学
生
数
が

減
少
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
現

在
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
大

勢
の
学
生
諸
君
が
日
々
生
活
し

て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な

の
に
、
学
生
諸
君
の
若
者
ら
し

い
息
吹
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
の

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
諸
君
が

講
義
中
に
私
語
を
し
た
り
、
教

室
か
ら
抜
け
出
し
て
タ
バ
コ
を

吸
っ
た
り
携
帯
電
話
を
し
て
い

る
状
況
は
活
気
で
も
活
力
で
も

な
く
、
た
だ
単
に
騒
々
し
い
だ

け
の
も
の
で
あ
る
。

学
内
に
お
い
て
活
気
や
活
力

が
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
、
学
生

諸
君
個
々
の
精
神
に
起
因
し
、

全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
な

い
た
め
に
、
活
気
や
活
力
が
感

じ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
こ
と
は
大
学
祭
な

ど
の
学
生
主
体
の
大
学
行
事
に

お
い
て
、
学
生
諸
君
の
参
加
が

少
な
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

我
々
の
大
学
に
活
気
や
活
力
を

生
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
友

会
活
動
を
活
発
に
す
れ
ば
、
学

生
全
体
の
ま
と
ま
り
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
友
会
に
は
体
育
会
、
学
術

文
化
会
及
び
愁
華
祭
実
行
委
員

会
等
に
属
す
る
各
種
の
ク
ラ
ブ

が
あ
る
。
諸
君
が
こ
れ
ら
の
ク

ラ
ブ
に
属
し
て
日
々
活
動
し
、

我
が
大
学
を
活
気
や
活
力
に
満

ち
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
よ
う
で

は
な
い
か
。

女
子
駅
伝
部

今
年
四
月
、
新
し
く
発
足
し

ま
し
た
「
女
子
駅
伝
部
」
よ
り

ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
一
期
生
と
し
て
八
名
の
部

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
折
角

で
す
の
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。森
永
美
紀
・
田
中
美
華（
千

原
台
高
校
）・
古
閑
千
冬
（
北

稜
高
校
）・
川
口
沙
織
（
阿
久

根
農
業
高
校
）・
清
田
沙
織（
多

良
木
高
校
）・
松
野
真
幸
・
松

野
未
幸
・
上
土
井
未
来
（
熊
本

国
府
高
校
）
で
す
。
主
な
練
習

場
所
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

久
留
米
陸
上
競
技
場
、
筑
後
川

河
川
敷
、
高
良
山
な
ど
走
れ
る

所
な
ら
ど
こ
で
も
で
す
。

先
輩
も
い
な
く
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
と
ま

ど
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
選

手
達
自
ら
ど
う
し
た
ら
一
番
い

い
の
か
を
常
に
考
え
、
行
動
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
指
導
者
一
年
生
で

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん

な
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
日
々
こ
れ
で
い
い
の

か
と
悩
む
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
選
手
達
の
頑
張
っ
て
い
る

姿
と
な
に
よ
り
笑
顔
を
見
て
い

た
ら
私
も
頑
張
れ
る
も
の
で
す
。

今
は
ま
だ
思
っ
た
よ
う
な
結

果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
立
派

な
花
を
咲
か
す
為
の
土
台
作
り

の
段
階
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
に
出
場
し
優
勝
争
い
を
す
る

と
い
う
目
標
を
も
っ
て
日
々
練

習
し
て
い
ま
す
。
又
、
走
る
こ

と
と
大
学
生
活
を
通
し
て
色
々

な
こ
と
を
学
び
、
感
じ
て
人
間

的
に
も
成
長
し
、
み
ん
な
に
好

か
れ
る
人
と
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
を
は
じ
め
（
？
）
女
子
駅

伝
部
は
と
て
も
素
直
で
明
る
く

笑
顔
の
た
え
な
い
チ
ー
ム
で
す
。

今
後
共
応
援
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

コ
ー
チ

飛
瀬

貴
子

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

四
月
よ
り
第
一
期
生
十
一
名

に
よ
り
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
発
足
し
、
活
動
を

正
式
に
開
始
し
た
。
昨
年
十
月

よ
り
準
備
を
進
め
、
私
が
実
業

団
チ
ー
ム
を
コ
ー
チ
し
て
い
た

際
お
世
話
に
な
っ
た
高
校
の
先

生
達
の
協
力
に
よ
り
、
東
京
・

愛
知
・
岐
阜
・
奈
良
・
広
島
と

遠
方
よ
り
生
徒
を
送
り
込
ん
で

い
た
だ
き
、
三
月
中
旬
よ
り
練

習
を
始
め
た
。
各
生
徒
は
高
校

ク
ラ
ブ
を
引
退
し
て
日
時
が
過

ぎ
て
、
体
重
オ
ー
バ
ー
・
体
調

不
良
の
状
態
で
あ
り
、
ケ
ガ
し

な
い
よ
う
各
関
節
の
�
サ
ビ
�

取
り
よ
り
始
め
、
四
月
の
入
学

で
正
式
に
日
本
協
会
・
学
生
連

盟
等
へ
選
手
登
録
し
、
五
月
初

旬
の
福
岡
県
リ
ー
グ
戦
（
二
部

よ
り
ス
タ
ー
ト
）、
次
い
で
九

州
春
季
イ
ン
カ
レ
・
五
月
下
旬

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
、
伝
統
の

あ
る
西
日
本
イ
ン
カ
レ
へ
と
出

場
し
た
。
西
日
本
・
九
州
の
強

豪
に
は
、
ま
だ
ま
だ
歯
が
立
た

ず
完
敗
し
た
が
、
行
く
先
々
で

久
工
大
が
一
年
生
だ
け
で
出
場

し
て
き
た
と
噂
が
広
が
っ
て
、

警
戒
さ
れ
て
い
た
。
今
後
、
一

夏
鍛
え
あ
げ
、
逞
し
い
一
年
生

集
団
と
変
身
し
、
八
月
末
か
ら

の
九
州
リ
ー
グ
戦
（
三
部
よ

り
）を
勝
ち
抜
き
、十
月
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
（
全
勝
し
、
入

替
え
戦
に
勝
ち
抜
け
ば
資
格
が

取
れ
る
）
に
ト
ラ
イ
し
、
十
一

月
末
の
東
京
で
開
催
さ
れ
る
、

今
年
度
の
目
標
で
あ
る
、
全
国

学
生
選
手
権
に
出
場
す
べ
く
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
一
年
生
集
団
で
あ
り
ま

す
が
、�
虎
視
眈
々
�
狙
い
を

定
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
応

援
・
支
援
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

数
年
後
日
本
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

に
な
り
ま
す
。

監
督

中
島

正
信
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